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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　20年　８月　13日　(水)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　相間野　雪枝　　　記録者　沢上　涼子

	小向
	佐々木
	月舘
	スバベイ
	松沢
	清川
	田村
	藤田
	橘
	阿部
	中野
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	準夜
	公休
	CD留守
	外来
	○
	準夜
	○
	公休
	年休
	欠勤
	C留守

	相間野
	本川
	川守田
	田ノ上
	沢上
	福士
	板橋
	高橋
	庭田
	三和
	山地
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	深夜
	公休
	準夜
	○
	公休
	公休
	○
	A留守
	公休
	公休

	石岡
	廣瀬
	吉田
	諏訪
	盛田
	玉木
	前田
	天間
	田中
	松山
	油津
	

	深夜
	公休
	深夜
	○
	業務
	年休
	欠勤
	業務
	公休
	業務
	休憩
	


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

· 勤続5年の海外研修について、Ｗｉｚで掲示しています。対象者は各自確認して下さい。

· 第4回の院内研修が、8/28,29にあります。出席して下さい。

· 8/18 15:30～西病棟のミーティングルームにてプログラムの検討会があります。当日出勤のスタッフは、1名出席して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・向山　忠義様～定期採血の結果、貧血が出ています。主治医より日赤病院の血液内科受診の指示が出ています。家族との調整の結果、家族付き添いで8/20の午前中に受診予定です。

・佐々木　利男様～血糖コントロール調整中の為、ノボリンＮ　30Ｒ、ヒューマカートが継続処方となっています。高・低血糖症状の有無、食事摂取状況の観察を行っていきましょう。

・田中　豊三様～全身状態安定の為、尿測を中止します。8/14の深夜より、尿測は不要です。今後も浮腫や尿性状を注意して観察して行きましょう。

・橋本　万様～全身状態安定の為、尿測を中止します。8/14の深夜より、尿測は不要です。今後も浮腫や尿性状を注意して観察して行きましょう。

＜本日のお盆外泊・外出について＞

· 櫛桁　武男様～8/13～8/15 16時までの外泊になります。

· 内城　由蔵様～8/13～8/17 14時までの外泊になります。

· 吉田　寿雄様～8/13 10時～16時までの外出になります。

＊お盆の外泊・外出があり、病棟内の出入りも多くなっています。外泊・外出前には必ず、薬の確認をし、家族にも注意事項の説明を必ず行って下さい。事故のないように努めていきましょう。

＜皮膚科診察＞

・上田　正男様～両大腿部にデルモゾールＧ軟膏を塗布していましたが、皮膚状態が悪化傾向の為、右大腿部にはケルガークリーム、左大腿部にはデルモゾールＧ軟膏塗布して下さい。本日の準夜スタッフが塗布し、もし、皮膚状態が悪化した場合は、明日（8/14）に北病棟の皮膚科診察が終わり次第、診察してもらって下さい。

＜転入患者様について＞

・村山　トシ様（85才）　主：混合性認知症　　合：胆嚢結石術後　骨粗鬆症　　　

変形性脊椎症　　白内障　　

主治医　安ヶ平Ｄｒ　　　担当：相間野ＮＳ　廣瀬ＣＷ

食事→常食。自力で摂取できる。

排泄→尿意あり、自力でトイレでの排泄可能。立ち上がりの際に失禁に注意。リハビリパンツと尿取りパット使用。オムツは、家族が面会時持ってくる。なくなる前に御家族へ連絡をする。

保清→拒否はない。義歯については、上歯のみあり。下歯は自歯。

睡眠→トイレ覚醒以外良眠。トイレ覚醒後も再入眠出来ている。

洗濯→家族。　　買物カード→なし。嗜好品は家族が持ってくる。

＜ＯＴ報告＞

・横田ケイ子様～活動の理解は乏しいですが、見学参加できています。盆踊りでは、自分から近くに来て手拍子しているなど、笑顔で参加できています。踊ることはできませんが、楽しい雰囲気を感じている様子は見られています。

・鈴木　サダ様～時折妄想に左右された発言聞かれますが、声掛けで活動へ参加できています。ぼんやりした表情は継続しています。現実的な関わりや活動を通して現実に戻れるように介入しています。

・山下　ヨシ様～盆踊りは表情良く参加しています。何度か声掛けで踊りの輪に入り上手に踊っています。見学時も常に手を動かして踊っており、興味持続している様子です。楽しむことを維持できるように介入していきます。

・内城　由蔵様～ソファーで横になっていることや他者から離れて座っていること多くみられます。認知・作業能力など比較的残存しているため、能力低下しないように短時間でもプログラムに参加できるように声がけしていきましょう。

・村山　トシ様～8/12南Ｃへ転入しています。疎通は良好ですが、不安が強くスタッフを見ると延々と話し掛けあります。他者からうるさいとの苦情聞かれ、他者から離れた場所で話を聞いています。不安の軽減を図り、落ち着いて病棟生活をおくれるように介入していきましょう。

・上村昭悟郎様～8/12南Ｄへ転入しています。疎通は比較的良好で話した内容理解している様子です。出身は満州であることや、年齢など答えています。座位保持できますが、危険な座り方をしていることあり介入必要です。

＜褥瘡状態報告＞

・鳥谷部　國光様～臀部に水疱あり、皮膚科診察行っていましたがその後も悪化は見られず。処置無く様子観察との指示です。日中車椅子で過ごしていること多く、車椅子からのずり落ちが見られる事があるので、臥床促したり定期的に臀部を浮かせるなどして対応して行きましょう。夜間も同体位で休むのではなくオムツ交換時に体位変換を行っていきましょう。







